
 

ＳＥ構法・施工品質管理表  （構造検査報告書用） 

ＳＥ構法の施工における構造検査報告は以下の品質管理表によっておこなってください。 

（１） ＳＥ構法・施工品質管理表リスト 

№ 管理表名称検査 提出 ﾁｪｯｸ 指示確認事項 確認 

１ 建築確認済証の写し 要  
住所・面積の確認用 

 
1 部提出 

２  ＳＥ構法構造検査報告書－Ⅰ  要  1 部提出  

３  施工写真シート・Ⅰ-① 要  1 部提出  

４  施工写真シート・Ⅰ-② 要  1 部提出  

５  施工写真シート・Ⅰ-③ 要  1 部提出  

６  施工写真シート・Ⅰ-④ 要  1 部提出  

７  施工写真シート・Ⅰ-⑤ 要  1 部提出  

８ 施工写真シート・Ⅰ-⑥ 要  1 部提出  

９  ＳＥ構法構造検査報告書－Ⅱ 
要 
※１ 

 1 部提出  

１０  施工写真シート・Ⅱ-① 
要 
※１ 

 1 部提出  

※１：ＳＥ―ＤＳパネルを使用した場合のみ 

 

記入の方法（詳細はＳＥ構法性能報告書サンプルを参照してください。） 

  工事名、検査日、登録施工店名等の項目はしっかりと記入して下さい。 

  施工写真は必ず日付､邸名、検査箇所を記入した黒板等を入れて確認しやすい写真として下さい。 

  該当事項の確認は全箇所おこなって下さい。 

  該当事項の有無の欄に、○で囲って下さい。 

  該当事項のチェック欄に、レ点でチェックして下さい。 

  該当事項の合否の欄に、○で囲って下さい。不合格・未処理の場合には、速やかに処置をして検

査したうえ再度合否の欄に、○で囲って下さい。 

  ＳＥ構法施工管理技士の検印を必ずして下さい。 

提出期限等 

  すべての構造検査完了後、14 日以内に(株)ＮＣＮ品質管理課へ提出して下さい。 

  各提出書類は[正、1 部]を提出して下さい。 

  (株)ＮＣＮ確認の上、合格の場合は性能報告書として作成し[正、1 部]を返却いたします。 

（その際、㈱NCN で複製をﾃﾞｰﾀ保存させていただきます） 

  不合格、不備の場合あるいは提出期限内に提出されない場合は性能報告書を発行できない場合が

あります。 

※各様式は、SE 構法のホームページ（登録施工店専用ページ）からダウンロードしてご使用下さい。 

 

（２）ＳＥ構法構造検査報告書記入方法  

○ 検査は必ずＳＥ構法施工管理技士が直接行うこと。 

○ 検査項目別に検査し､チェック・合否及び日付を記入する｡  

○ 該当しない項目は斜線を記入する｡ 

表４―１ 



 

（３）記録写真 

○ 必ず日付・邸名・撮影ヶ所を記入した黒板等を入れた写真であること。 

施工写真 

シート 
記録個所 枚数、他 備考（その他写真貼付け欄に記載） 

Ⅰ-① 

躯体全景 １枚 
上棟後または耐力壁施工直後の全

景とする。 

基礎配筋の全景 １枚 
※自社による基礎計算の場合でも添付す

ること。   （全体が確認できること） 

Ⅰ-② 

アンカーボルト 

（柱脚用・土台用） 
1 枚 

※自社による基礎計算の場合でも添付す

ること。   （仕様が確認できること） 

 SE 構法に使用した釘 1 枚 指定釘の種類がわかること。 

Ⅰ-③ 

柱脚部の緊結 主だった柱脚部：１枚 
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの緊結状況(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾅｯﾄ締

付)を確認できること。 

垂木の固定状況 １枚 垂木の固定状況が確認できること。 

Ⅰ-④ 

床合板敷込み(一般部） １枚 2・3 階の床敷込み状況が確認できる

こと。 床合板敷込み(補強部） １枚 

Ⅰ-⑤ 

一般耐力壁の全景 

GT1(W)/GT2(W)/GP1(W)/GP2(W) 

GB6(W)/GB7(W)/MP1(W)/MP2(W) 

DP1(W)/DP2(W) 

いずれか１種類：１枚 

一般・高耐力壁別に添付する。 

高耐力壁の全景 

GT3(W)/GT4(W)/GP3(W)/GP4(W) 

GB8(W)/GB9(W)/MP3(W) 

DP3(W)/DP4(W) 

いずれか１種類：１枚 

Ⅰ-⑥ 

耐力壁の下地枠 １枚 

合板下地枠組みが確認できること。 

予備  

Ⅱ SE-DS ﾊﾟﾈﾙの全景 １枚 SE－DS パネルを使用した場合のみ。 

Ⅱ-① 

SE-DS ﾊﾟﾈﾙの気密 気密シールの施工：１枚 

指定の仕様、施工であること。 

SE-DS ﾊﾟﾈﾙの釘 使用した釘：    １枚 

 

表４―２ 



           

    

       

      

    
    

        

        

     

                 

   

   

          

     

   

   

   

    

              

    

               

                

※1

※2

※3

「母屋伏図」「床・屋根水平構面仕様」に記載されている仕様の欄にチェック

※4



※1 物件 № 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※2 登録店 № 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※3 管理技士 № 
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構造　強



※4 屋根・垂木構面のチェック 

□母屋伏図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□床・屋根水平構面仕様 

 

 

 

※「タルキビス仕様」は NCN 支給のタルキビスで垂木を留める仕様です。 

タルキックⅡ、Xポイントビスによる垂木の固定は「タルキビス仕様」ではありません。 

 

※ひねり金物同等品としてタルキックⅡ、Xポイントビスの使用は可能です。 

 

※屋根構面：【垂木構造】登り梁仕様 詳細は別紙参照 

※ひねり金物同等品としてタルキックⅡ、Xポイントビスの使用は可能です。

※「ジョイントスクリュー仕様（旧タルキビス仕様）」は、NCN支給のジョイントスクリュー
　で垂木を留める仕様です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※タルキックⅡ、Xポイントビスによる垂木の固定は、「ジョイントスクリュー仕様」ではあ
　りません。
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まとめ 
 

1.耐力壁施工完了確認後１４日以内に提出してください。 

提出先：東京本社 t-hinshitsu@ncn-se.co.jp 

         大阪支店 o-hinshitsu@ncn-se.co.jp 

 

2.提出書類の確認をしてください。 

・構造検査報告書Ⅰ 

・施工写真シートⅠ①～⑥ 

・構造検査報告書Ⅱ  ※DS パネル採用時のみ提出 

・施工写真シートⅡ① ※DS パネル採用時のみ提出 

・確認済証の写し   ※パスワード「５６０１」を設定 

 

3.検査項目に記入漏れがないようにしてください。 

 

4.施工写真は、施工工程が確認できる鮮明な写真を添付し

てください。 

 

5.構造部分（基礎、構造躯体）は、仕上げ工事により隠れ

てしまうので数多く撮影し記録してください。 

 

6.報告書は、受け取る側（施主）の立場になって作成して

ください。 

mailto:t-hinshitsu@ncn-se.co.jp
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